
公益財団法人小児医学研究振興財団 

令和 8年度 アサヒグループ食品 妊産婦・乳幼児・小児の栄養に関する研究助成 

応 募 要 項 

 

1．助成対象研究課題 

妊産婦・乳幼児・小児の栄養に関する研究（ただし、動物実験を除く） 

 

2．助成対象者 

過去 3 年間において当財団の研究助成金を受けていない者（共同研究者が過去 3 年以内

に研究代表者として当財団から助成金を受けていた場合には応募が可能）で、以下に該当す

る者とする。 

① 小児科領域の基礎的研究、臨床研究等に従事する令和 8年 12月 31日時点で 50歳未

満の永住権・定住権を有する医師・研究者。若手小児科医及び小児医学研究者を優先

し、原則として教授及び研究機関等の部長級以上の者を除く。 

② 国内施設で研究に従事できる者 

③ 同一研究に対して、過去に他の研究助成金を受けていないこと。 

④ 国の研究機関に所属する研究者、大学院生であっても応募可能である。 

 

3．研究助成金 

総額 100万円以内（若干名） 

 

4．応募方法 

① 申請専用の URLに必要事項を入力し、交付申請書をダウンロードする。 

② 同じ URLより、論文業績を含むすべての申請書を単一の PDFファイルとしてアップ

ロードする。ファイル名は「氏名・所属機関名.pdf」とする。 

 

5．応募締切日 

令和 8年 12月 4日（金） 

書類提出後の差替え、訂正は認めない。 

採択発表日などについての問い合わせには応じない。 

 

6．選考方法 

当財団の審査委員会において選考する。 

 

7．採否の結果 

令和 9年 3月中旬に財団ホームページ上に掲載する。 

 

8．研究助成金の振込先口座とその管理について 



   助成金の振込先は所属機関が管理する口座とする。間接経費（オーバーヘッド徴収）は認

めない。ただし、所属機関による間接経費の徴収が不可避である場合、特例として個人口座

での資金管理を認めるので、申請時点でその旨を申告すること。その場合、採択後に速やか

に振込先として新規の口座を開設し、口座名は「小児医学研究振興財団助成金受取口 ○○

○○」（○○○○は研究代表者氏名）とすること。また、経理事務担当者は別に置くこと。 

 

9．研究助成金の使途 

研究助成金の交付対象となる経費は、研究に要する物品の購入費用及びその研究の推進に

必要な費用とする。 

なお、備品（パソコン、周辺機器、アプリ等）で他の研究に流用可能または私用への転用

性が高い場合は購入を認めない。ただし、汎用性が低く研究遂行に不可欠なソフトの購入は

10万円を上限に認める。 

また、助成金の大半を学会出張費などに使用することがないようにすること。 

 

10．交付決定後の研究計画変更の取り扱い 

採択された場合、研究計画に記載されていない新たな項目立てや研究計画の変更（研究テ

ーマの変更、研究の実施方法の変更、研究の実施施設の変更、研究期間の延長など）が必要

になった場合には、速やかに研究計画の変更申請を行うこと。 

変更申請については、受理の可否について財団において審査を行う。変更申請が不受理の

場合には、交付金の一部ないし全額の返納を求めることがある。 

研究期間内に異動した場合、助成金の残額および助成金により購入した物品は、原則とし

て異動先の機関に移管すること。 

 

11．研究助成金の交付 

令和 9年 3月の予定 

 

12．研究期間 

研究助成金の交付を受けてから原則 1年間 

 

13．研究成果等の報告等 

① 研究終了後 3ヶ月以内に研究報告書及び収支決算報告書を財団に提出すること。 

② 研究成果については、助成金を受理した年度の翌々年度の日本小児科学会学術集会に

おいて財団が特設するポスターセッションで報告すること。発表するポスターには公

益財団法人小児医学研究振興財団の助成による旨を明記すること。 

③ 研究成果の公表（論文化など）に際しては、公益財団法人小児医学研究振興財団（英

文表記は The Japan Foundation for Pediatric Research）の助成による旨を記載する

こと。 

④ 財団は、研究成果の発表に関する具体的情報（研究者名、学会名や演題名、研究報告



書や論文タイトルなど）を印刷物等により公表することがあるのであらかじめ了承す

ること。 

 

14．その他 

① 申請書に記載の個人情報は、選考の過程で審査委員等に提供され、また、選考結果の

通知及び公表に使用することがある。 

② 個人事業主の応募は可能である。 

③ 同一機関より複数の研究者が応募することは可能である。 

④ テーマが異なる場合には、同一人物が複数の助成金に応募することを認める。 

⑤ 助成金と海外留学フェローシップの同時申請は認めない。ただし、過去の海外留学フ

ェローシップ受賞者が研究助成金に申請することは認める。 

⑥ 実際の交付額は申請額よりも少ないことがある。 

⑦ 助成対象となった研究の成果は申請者個人に帰属することとする。 

 

15．申請方法等についての問合せ先 

公益財団法人小児医学研究振興財団 事務局 

〒110-0015 東京都台東区東上野 3-32-2 廣瀬ビル 4B 

電話：03-5818-2601  FAX ：03-5818-2602 

e-mail ：shouni-iken@jfpedres.or.jp 

 


